
2018（平成30）年度決算

財務の概要



2018年度決算の概要

・収入が増加した科目：手数料、寄付金、雑収入

・支出が減少した科目：人件費、管理経費

・基本金組入前当年度収支差額：2,110,535千円（予算1,449,382千円）

（17決算1,574,461千円）

・事業活動収支差額比率：14.1%(予算 ：10.4％ から 3.7％好転）

(17決算：12.1％ から 2.0％好転）



1.事業活動収支計算書

（１）教育活動収支
事業活動収入の部

Ⓒ OTEMON GAKUIN UNIVERSITY  2014  All rights reserved

※端数処理のため、合計金額等が一致しない場合があります。
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教育活動収支 事業活動収入に占める科目ごとの割合 事業活動収支計算書
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総園児・生徒・学生数と学生生徒等納付金の推移 事業活動収支計算書
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入学検定料収入と志願者数の推移（大学） 事業活動収支計算書
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経常費補助金の推移 事業活動収支計算書
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1.事業活動収支計算書

（２）教育活動収支
事業活動支出の部
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教育活動収支 事業活動支出に占める科目ごとの割合 事業活動収支計算書
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人件費と人件費比率の推移 事業活動収支計算書
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教育研究経費と教育研究経費比率の推移 事業活動収支計算書
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管理経費と管理経費比率の推移 事業活動収支計算書
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収支差額及び収支差額比率の推移 事業活動収支計算書
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２.資金収支計算書
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資金収支の推移 資金収支計算書
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学校法人会計の特徴と企業会計の違い

学校法人会計と企業会計の大きな違いは、その会計の目的にあります。

企業会計は、一会計期間の収益と費用から当期利益を算定し、
経営成績を明らかにします。それによって企業の財務状態を知り、
より高い収益性と安全性を図ることが目的です。

学校法人会計は、教育研究活動というきわめて公益性の高い事業を
永続的に行うために、収支の均衡の状況と財務の状態を正確にとらえ、
健全な経営をすることを目的としています。
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